
2018年(平成30年)12月期

第2四半期累計

決算説明資料

証券コード：5943

2018.8.9

株式会社ノーリツ

本資料に記載されております当社の将来の業績に関わる見通しにつきましては、現時

点で入手可能な情報に基づき当社が独自に予測したものであり、リスクや不確定な要

素を含んでおります。従いまして、見通しの達成を保証するものではありません。
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■■■■18181818年年年年12121212月期月期月期月期 第第第第2222四半期累計経営成績四半期累計経営成績四半期累計経営成績四半期累計経営成績

■■■■18181818年年年年12121212月期月期月期月期 通期経営計画修正通期経営計画修正通期経営計画修正通期経営計画修正

■中期経営計画（■中期経営計画（■中期経営計画（■中期経営計画（VVVVプランプランプランプラン20202020）修正）修正）修正）修正

アジェンダ
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2018年12月期 第2四半期累計決算概要

2018年12月期 通期経営計画

■上期実績と日本、中国の状況を踏まえて通期計画を修正

サマリー

■国内：売上高減少と素材価格高騰により大幅減益

■海外：櫻花中国の収益性が安定し増益も、

中国市況悪化の影響を受け減収

2018年12月期 第2四半期（4-6月）状況

■第1四半期は計画通り進捗も、第2四半期失速し減収減益
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（単位：億円）

売上高売上高売上高売上高

国内事業

海外事業

営業利益営業利益営業利益営業利益

国内事業

海外事業

経常利益経常利益経常利益経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益四半期純利益四半期純利益四半期純利益

計計計計 画画画画

1,0351,0351,0351,035

725（32）

310（15）

23232323
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13

26262626

15151515

■国内事業：売上高の未達と商品ミックス悪化による影響

■海外事業：中国市況悪化による影響

主な主な主な主な

要因要因要因要因

第第第第2222四半期の利益が計画に対して大幅に未達四半期の利益が計画に対して大幅に未達四半期の利益が計画に対して大幅に未達四半期の利益が計画に対して大幅に未達

実実実実 績績績績

1,0081,0081,0081,008

715（31）

292（16）

18181818
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25252525

8888

計画増減計画増減計画増減計画増減

▲▲▲▲2.6%2.6%2.6%2.6%

▲▲▲▲1.3%

▲▲▲▲5.5%

▲▲▲▲21.2%21.2%21.2%21.2%

▲▲▲▲38.6%

▲7.9%

▲▲▲▲2.6%2.6%2.6%2.6%

▲▲▲▲40.1%40.1%40.1%40.1%

2018年12月期 第2四半期累計 計画対実績

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

前年増減前年増減前年増減前年増減

▲▲▲▲0.9%0.9%0.9%0.9%

▲▲▲▲0.6%

▲▲▲▲1.8%

▲▲▲▲41.0%41.0%41.0%41.0%

▲▲▲▲65.7%

▲▲▲▲6.7%

▲▲▲▲30.8%30.8%30.8%30.8%

▲▲▲▲67.8%67.8%67.8%67.8%

4

※数値は外部取引額、（ ）内は内部取引額

前年前年前年前年

1,0181,0181,0181,018

719（33）

298（15）

30303030

17

12

36363636

27272727



2018年12月期 第2四半期累計 国内事業国内事業国内事業国内事業 分野別売上高

住設システム分野

普及品

18年2月発売

539 544 540540540540
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17.2Q17.2Q17.2Q17.2Q実績実績実績実績 18.2Q18.2Q18.2Q18.2Q計画計画計画計画 18.2Q18.2Q18.2Q18.2Q実績実績実績実績

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

▲▲▲▲4444

▲▲▲▲9999

【単位：億円】

温水空調分野

55 56 57575757
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17.2Q17.2Q17.2Q17.2Q実績実績実績実績 18.2Q18.2Q18.2Q18.2Q計画計画計画計画 18.2Q18.2Q18.2Q18.2Q実績実績実績実績

＋＋＋＋1111

17.2Q17.2Q17.2Q17.2Q

実績実績実績実績

18.2Q18.2Q18.2Q18.2Q

計画計画計画計画

18.2Q18.2Q18.2Q18.2Q

実績実績実績実績

厨房分野

17.2Q17.2Q17.2Q17.2Q

実績実績実績実績

18.2Q18.2Q18.2Q18.2Q

計画計画計画計画

18.2Q18.2Q18.2Q18.2Q

実績実績実績実績
17.2Q17.2Q17.2Q17.2Q

実績実績実績実績

18.2Q18.2Q18.2Q18.2Q

計画計画計画計画

18.2Q18.2Q18.2Q18.2Q

実績実績実績実績
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（計画比）

（計画比）

（計画比）

※内部取引額除く



2018年12月期 第2四半期累計 国内事業国内事業国内事業国内事業 営業利益 減益要因

計画

■銅など素材価格高騰に伴う影響■銅など素材価格高騰に伴う影響■銅など素材価格高騰に伴う影響■銅など素材価格高騰に伴う影響

▲▲▲▲3.53.53.53.5億円億円億円億円

計画計画計画計画@850@850@850@850円円円円////期期期期→→→→実績実績実績実績@801@801@801@801円円円円////期期期期
（前年（前年（前年（前年@686@686@686@686円）円）円）円）

備考

■円高による影響■円高による影響■円高による影響■円高による影響 ＋＋＋＋1.41.41.41.4億円億円億円億円

計画＠計画＠計画＠計画＠109.0109.0109.0109.0円円円円→→→→実績実績実績実績@108.4@108.4@108.4@108.4円円円円
（（（（前年前年前年前年@112.0@112.0@112.0@112.0円）円）円）円）

外
部
要
因

素材価格

変動による

影響

為替影響

■台数・シェア拡大も■台数・シェア拡大も■台数・シェア拡大も■台数・シェア拡大も

商品ミックス悪化が影響商品ミックス悪化が影響商品ミックス悪化が影響商品ミックス悪化が影響
内
部
要
因 ■加工費、材料費、販売管理費とも■加工費、材料費、販売管理費とも■加工費、材料費、販売管理費とも■加工費、材料費、販売管理費とも

計画どおり削減計画どおり削減計画どおり削減計画どおり削減

▲▲▲▲4.84.84.84.8

売上・売価・

ミックス悪化

（▲15.7）

総費用

削減

（＋6.0）

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

（単位）

億円 実績実績実績実績

▲▲▲▲9.69.69.69.6

▲▲▲▲3.13.13.13.1 ▲▲▲▲2.12.12.12.1
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▲▲▲▲7.97.97.97.9 ▲▲▲▲11.711.711.711.7
合
計



北米

豪州

【単位：億円】

中国

2018年12月期 第2四半期累計 海外事業海外事業海外事業海外事業 エリア別売上高

■タンクレスの拡販

■暖房・業務用商材拡販

■タンクレスの拡販

■業務用商材拡販

■ネット販売強化

■暖房・業務用商材拡販

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

▲▲▲▲2222

214214214214 220220220220 211211211211

17.2Q実績 18.2Q計画 18.2Q実績

40404040
43434343

38383838

17.2Q実績 18.2Q計画 18.2Q実績

32323232
34343434 32323232

17.2Q実績 18.2Q計画 18.2Q実績

▲▲▲▲5555

▲▲▲▲9999
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（計画比）

（計画比）

（計画比）

※内部取引額除く



2018年12月期 第2四半期累計 海外事業海外事業海外事業海外事業 営業利益 減益要因

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

8

計画 備考

■ドル■ドル■ドル■ドル：計画＠：計画＠：計画＠：計画＠109.0109.0109.0109.0円円円円→→→→実績実績実績実績@108.4@108.4@108.4@108.4円円円円

■元■元■元■元 ：計画＠：計画＠：計画＠：計画＠16.116.116.116.1円円円円→→→→実績実績実績実績@17.0@17.0@17.0@17.0円円円円

外
部
要
因

為替影響

内
部
要
因

■■■■加工費加工費加工費加工費 1.11.11.11.1億円増加億円増加億円増加億円増加

■販売■販売■販売■販売管理費管理費管理費管理費 3.63.63.63.6億円億円億円億円削減削減削減削減

■内製・自動化推進■内製・自動化推進■内製・自動化推進■内製・自動化推進

＋＋＋＋1.11.11.11.1
総費用

削減

（＋2.4）

（単位）

億円 実績

▲▲▲▲0.30.30.30.3

▲▲▲▲1.01.01.01.0 ▲▲▲▲0.50.50.50.5

＋＋＋＋0.10.10.10.1 ▲▲▲▲0.80.80.80.8
合
計

■中国市況悪化による■中国市況悪化による■中国市況悪化による■中国市況悪化による

売上高減少の影響売上高減少の影響売上高減少の影響売上高減少の影響

売上・売価・

ミックス悪化

（▲2.7）



【単位：億円】

9

2018年12月期 第2四半期累計 営業利益 減益要因

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

販管費

削減

＋6.1

台数・売価

商品ミックスなど

による減少

▲18.4
コストダウン

努力による

原材料費

低減

＋3.1

加工費

増加

▲0.7
為替影響

＋0.8素材価格

変動による

原材料費

増加

▲3.5

17年

営業利益

30.7

18年

営業利益

18.1

国内：＋国内：＋国内：＋国内：＋0.40.40.40.4

海外：▲海外：▲海外：▲海外：▲1.11.11.11.1

国内：＋国内：＋国内：＋国内：＋2.52.52.52.5

海外：＋海外：＋海外：＋海外：＋3.63.63.63.6

国内：▲国内：▲国内：▲国内：▲15.715.715.715.7

海外：▲海外：▲海外：▲海外：▲2.72.72.72.7

国内：＋国内：＋国内：＋国内：＋1.41.41.41.4

海外：▲海外：▲海外：▲海外：▲0.50.50.50.5



2018年12月期
通期経営計画 修正
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修正公表値修正公表値修正公表値修正公表値 当初差当初差当初差当初差 前年増減前年増減前年増減前年増減

2,1002,1002,1002,100 ▲▲▲▲100100100100 ▲▲▲▲2.2%2.2%2.2%2.2%

1,500（60） ▲30 ▲1.2%

600（30） ▲70 ▲4.6%

50505050 ▲▲▲▲30303030 ▲▲▲▲25.5%25.5%25.5%25.5%

25 ▲25 ▲38.1%

25 ▲5 ▲6.2%

65656565 ▲▲▲▲23232323 ▲▲▲▲19.7%19.7%19.7%19.7%

32323232 ▲▲▲▲26262626 ▲▲▲▲40.8%40.8%40.8%40.8%

（単位：億円）

売上高売上高売上高売上高

国内事業

海外事業

営業利益営業利益営業利益営業利益

国内事業

海外事業

経常利益経常利益経常利益経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益

当初公表値当初公表値当初公表値当初公表値

2,2002,2002,2002,200

1,530（70）

670（30）

80808080

50

30

88888888

58585858

主に国内事業の利益計画を修正主に国内事業の利益計画を修正主に国内事業の利益計画を修正主に国内事業の利益計画を修正

2018年12月期 通期経営計画 修正

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

■国内事業：上期実績を踏まえて修正

■海外事業：中国市況低迷の影響を考慮

修正修正修正修正

理由理由理由理由
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※数値は外部取引額、（ ）内は内部取引額



2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料
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2018年12月期 国内事業国内事業国内事業国内事業 営業利益計画 修正

当初

■銅など素材価格高騰に伴う影響■銅など素材価格高騰に伴う影響■銅など素材価格高騰に伴う影響■銅など素材価格高騰に伴う影響

▲▲▲▲4.74.74.74.7億円億円億円億円

当初当初当初当初@850@850@850@850円円円円////期期期期→→→→修正修正修正修正@792@792@792@792円円円円////期期期期
（（（（前年前年前年前年@711@711@711@711円）円）円）円）

備考

■円高による影響■円高による影響■円高による影響■円高による影響 ＋＋＋＋2.62.62.62.6億円億円億円億円

当初＠当初＠当初＠当初＠109.0109.0109.0109.0円円円円→→→→修正修正修正修正@108.4@108.4@108.4@108.4円円円円
（（（（前年前年前年前年@112@112@112@112円円円円））））

外
部
要
因

素材価格

変動による

影響

為替影響

■需要低迷、付加価値商材の伸び悩み■需要低迷、付加価値商材の伸び悩み■需要低迷、付加価値商材の伸び悩み■需要低迷、付加価値商材の伸び悩み

など第など第など第など第2222四半期の状況を考慮四半期の状況を考慮四半期の状況を考慮四半期の状況を考慮
内
部
要
因 ■加工費■加工費■加工費■加工費 1.91.91.91.9億円億円億円億円削減削減削減削減

■販売管理費■販売管理費■販売管理費■販売管理費 1.61.61.61.6億円億円億円億円削減削減削減削減

+14.2+14.2+14.2+14.2

売上・売価・

ミックス悪化

（▲27.0）

総費用
削減

（＋13.6）

（単位）

億円
修正修正修正修正
計画計画計画計画

▲▲▲▲13.313.313.313.3

▲▲▲▲4.64.64.64.6 ▲▲▲▲2.12.12.12.1

＋＋＋＋9.59.59.59.5 ▲▲▲▲15.415.415.415.4
合
計



2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料
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2018年12月期 海外事業海外事業海外事業海外事業 営業利益計画 修正

当初 備考

■ドル：当初＠■ドル：当初＠■ドル：当初＠■ドル：当初＠109.0109.0109.0109.0円円円円→→→→修正修正修正修正@@@@108.4108.4108.4108.4円円円円

■元■元■元■元 ：当初＠：当初＠：当初＠：当初＠16.116.116.116.1円円円円→→→→修正修正修正修正@@@@17.017.017.017.0円円円円

外
部
要
因

為替影響

■中国市況低迷の影響を考慮■中国市況低迷の影響を考慮■中国市況低迷の影響を考慮■中国市況低迷の影響を考慮
内
部
要
因 ■加工費■加工費■加工費■加工費 2.52.52.52.5億円減少億円減少億円減少億円減少

■販売管理費■販売管理費■販売管理費■販売管理費 12.412.412.412.4億円減少億円減少億円減少億円減少

+6.1+6.1+6.1+6.1

売上・売価・

ミックス悪化

(▲15.2)

総費用
削減
(＋14.9)

（単位）

億円
修正
計画

▲▲▲▲0.30.30.30.3

▲▲▲▲2.72.72.72.7 ▲▲▲▲1.31.31.31.3

+3.3+3.3+3.3+3.3 ▲▲▲▲1.61.61.61.6
合
計
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2017201720172017

●大型新製品投入(17年3月)

・部品共通化
・生産ライン刷新
・外装内製開始

●普及品 Fami投入 (18年2月)
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変
革

変
革

変
革

変
革

中期経営計画「Ⅴプラン20」国内事業国内事業国内事業国内事業 取り組み

2018201820182018

●ファンヒーター生産外部委託

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

14

●ハイブリッド新製品投入 (18年9月)

●スリム型暖房給湯器投入 (18年9月)

●中級品 piatto投入(18年8月)

2019/20202019/20202019/20202019/2020

●無線LAN対応リモコン投入 (18年9月)
（見まもり機能 IoT対応）

安
全

安
全

安
全

安
全
・・ ・・
安
心

安
心

安
心

安
心
、、 、、
低
炭
素
社
会

低
炭
素
社
会

低
炭
素
社
会

低
炭
素
社
会

●法定点検制度による点検開始（19年本格化）

●強化チャネルに人員シフト（17年7月、18年春）



スリム型 温水暖房付き

ガスふろ給湯器

ハイブリッド給湯器

社会課題解決に向けた製品の普及社会課題解決に向けた製品の普及社会課題解決に向けた製品の普及社会課題解決に向けた製品の普及

⾒まもり機能

の普及による

入浴事故低減

おふろの“⾒まもり機能“の

ラインアップ強化

・17年3月：初搭載（追炊式給湯器）

・17年9月：搭載（暖房付追炊式給湯器）

・18年9月：ハイブリッド給湯器搭載

・18年9月：搭載（スリム型暖房給湯器）

・18年9月：見まもり機能 IoT対応

専用アプリ

15

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

2018年12月期 国内事業国内事業国内事業国内事業 トピックス



2018年12月期 国内事業国内事業国内事業国内事業 トピックス

社会課題解決に向けた製品の普及社会課題解決に向けた製品の普及社会課題解決に向けた製品の普及社会課題解決に向けた製品の普及

■マルチグリルなら、食材を入れてスイッチ

を押すだけで、焼き物、煮物、蒸し料理など

を簡単に作ることができます。 マルチグリルの普及による

家事楽

共働き世帯支援

高級品の機能『マルチグリル』を

中級品に初搭載中級品に初搭載中級品に初搭載中級品に初搭載

温度センサー付き下⽕バーナーで

容器の温度を測りながら⽕加減を⾃動調節

18年8月 中級品発売

16

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料



●中国サプライヤー2社工場誘致

（17年7月、18年7月稼働）

●北米全一次給湯器投入(17年)

●販売エリアの選択と集中

中期経営計画「Ⅴプラン20」海外海外海外海外事業事業事業事業 取り組み

●価格・費用のコントロール強化

●中国コンビボイラー自社生産開始

●業務用給湯器投入（中/米/豪）

●新商材の施工・販売体制構築

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

17

2017201720172017 2018201820182018 2019/20202019/20202019/20202019/2020

商商商商

品品品品

力力力力

強強強強

化化化化

タ
ン
ク
レ
ス

新
規

商
材

櫻
花
中
国

櫻
花
中
国

櫻
花
中
国

櫻
花
中
国 ●ネット対応力強化（商品・販売）

安
全

安
全

安
全

安
全
・・ ・・
安
心

安
心

安
心

安
心
、、 、、
低
炭
素
社
会

低
炭
素
社
会

低
炭
素
社
会

低
炭
素
社
会

●新商品の開発強化（レンジフード、コンロ、給湯器）

●中国次世代給湯器投入 (18年9月)

●中国コンビボイラーライン稼働 (18年7月)



2018年12月期 海外事業海外事業海外事業海外事業 トピックス

タンクレス普及と暖房・業務用商材拡販タンクレス普及と暖房・業務用商材拡販タンクレス普及と暖房・業務用商材拡販タンクレス普及と暖房・業務用商材拡販

●能率中国 サプライヤー2社を工場敷地内に誘致

●コンビボイラーの増産

コンビボイラー（給湯・暖房）の増量化に向け

生産設備を増強

2018年7月稼働

在庫減少
配送コスト

削減

ジャーファー社

（プレス・塗装）

2018年7月稼働

サンテック社

（コントローラー）

2017年7月稼働

18

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料



【単位:億円】

17.1216.12 18.12

（予）

18.2Q

80808080

65656565

57575757

79797979 77777777

55555555

90909090

70707070

56565656

32323232 30303030 28282828

※減価償却費はのれん、商標権、顧客関連資産の償却費を除く

設備投資額 減価償却費 研究開発費

2018年12月期 設備投資、減価償却費、研究開発費 計画

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料
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17.1216.12 18.12

（予）

18.2Q17.1216.12 18.12

（予）

18.2Q



中期経営計画
修正

（2017年～2020年）

20



■売上高 ：2,200億円

■営業利益 ： 100億円

■経常利益 ： 110億円

■ ： 65億円

当当当当初初初初 修修修修正正正正

業績計画業績計画業績計画業績計画

ROEROEROEROE

株主還元株主還元株主還元株主還元

8%以上 5555%%%%以上以上以上以上

継続的かつ安定的な配当
総還元性向総還元性向総還元性向総還元性向

50%50%50%50%

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

中期経営計画「Ⅴプラン20」 修正ポイント

■売上高 ：2,400億円

■営業利益 ： 240億円

■経常利益 ： 250億円

■ ： 150億円
親会社株主に帰属する

当期純利益

21

直近での外部環境の変化と実行課題の進捗を直視し

2020年までの現中期経営計画を見直す

親会社株主に帰属する

当期純利益



（単位：億円） 当当当当 初初初初

売上高売上高売上高売上高 1,5801,5801,5801,580（（（（120120120120））））

温水空調分野 1,170

厨房分野 245

住設システム分野 130

その他分野 35

営業利益営業利益営業利益営業利益 170170170170

営業利益率営業利益率営業利益率営業利益率 10.0%10.0%10.0%10.0%

修修修修 正正正正 当初差当初差当初差当初差
2018.122018.122018.122018.12

公表値増減公表値増減公表値増減公表値増減

1,5001,5001,5001,500（（（（80808080）））） ▲▲▲▲80808080 ±0.0%

1,130 ▲▲▲▲40 ▲▲▲▲0.4%0.4%0.4%0.4%

235 ▲▲▲▲10 ＋11.9%

85 ▲▲▲▲45 ▲22.7%

50 ＋15 ＋11.1%

50505050 ▲▲▲▲120120120120 2222倍倍倍倍

3.2%3.2%3.2%3.2% ▲▲▲▲6.8%6.8%6.8%6.8%

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

中期経営計画「Ⅴプラン20」 国内事業国内事業国内事業国内事業 修正計画

営業利益計画を大幅に修正営業利益計画を大幅に修正営業利益計画を大幅に修正営業利益計画を大幅に修正

22

＜2020年計画＞

※数値は外部取引額、（ ）内は内部取引額



素材・為替

影響

当当当当 初初初初 修修修修 正正正正

ものづくり

変革

固定費削減

銅＠540円

為替＠102円を想定

銅＠783円

為替＠109円で見直し

固定費削減計画

▲24億円
固定費削減計画を見直し

内製化推進
（当初想定効果 21億円）

自動化推進に方針を転換

マーケティング

変革
強化チャネルへの

シフト

強化チャネルの

成長スピードを考慮

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

中期経営計画「Ⅴプラン20」 国内事業国内事業国内事業国内事業 修正理由

市場環境
2020年まで

需要は堅調に推移
主力温水機器需要

296万台（18年比▲4%）で見直し

内
部
要
因

内
部
要
因

内
部
要
因

内
部
要
因

外
部

外
部

外
部

外
部
要
因

要
因

要
因

要
因

23

▲▲▲▲55555555

▲▲▲▲65656565

【単位:億円】



※内部取引除く

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

中期経営計画「Ⅴプラン20」 海外事業海外事業海外事業海外事業 修正計画

（単位：億円） 当当当当 初初初初

売上高売上高売上高売上高 820820820820（（（（30303030））））

中国 605

北米 120

豪州 75

その他 20

営業利益営業利益営業利益営業利益 70707070

営業利益率営業利益率営業利益率営業利益率 8.2%8.2%8.2%8.2%

修修修修 正正正正 当初差当初差当初差当初差
2018.122018.122018.122018.12

公表値増減公表値増減公表値増減公表値増減

700700700700（（（（30303030）））） ▲▲▲▲120120120120 ＋＋＋＋16.7%16.7%16.7%16.7%

505 ▲▲▲▲100 ＋＋＋＋16.1%16.1%16.1%16.1%

105 ▲15 ＋＋＋＋34.6%34.6%34.6%34.6%

75 ±0 ＋＋＋＋13.6%13.6%13.6%13.6%

15 ▲5 ▲▲▲▲28.6%28.6%28.6%28.6%

50505050 ▲▲▲▲20202020 2222倍倍倍倍

6.8%6.8%6.8%6.8% ▲▲▲▲1.4%1.4%1.4%1.4%

市場環境と為替変動を踏まえて修正市場環境と為替変動を踏まえて修正市場環境と為替変動を踏まえて修正市場環境と為替変動を踏まえて修正

24

＜2020年計画＞

※数値は外部取引額、（ ）内は内部取引額



為替影響

当当当当 初初初初 修修修修 正正正正

■ドル：＠102.0円を想定

■元 ：＠15.3円を想定

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

中期経営計画「Ⅴプラン20」 海外事業海外事業海外事業海外事業 修正理由

市場環境

■市場成長率(年率)

中国： 108%

北米： 115%

外
部

外
部

外
部

外
部
要
因

要
因

要
因

要
因

25

■市場成長率(年率)

中国： 105%

北米： 113%

■ドル：＠108.4円で見直し

■元 ：＠17.0円で見直し

【単位:億円】



国内事業

26



中期経営計画「Ⅴプラン20」国内事業国内事業国内事業国内事業 計画

（単位：億円）（単位：億円）（単位：億円）（単位：億円）
2018.122018.122018.122018.12

公表値公表値公表値公表値

売上高売上高売上高売上高 1,5001,5001,5001,500（（（（60606060））））

温水空調分野 1,135

厨房分野 210

住設システム分野 110

その他分野 45

営業利益営業利益営業利益営業利益 25252525

2020.122020.122020.122020.12 計画計画計画計画
2018.122018.122018.122018.12

公表値増減公表値増減公表値増減公表値増減

1,5001,5001,5001,500（（（（80808080）））） ±±±±0000 ±±±±0.0%0.0%0.0%0.0%

1,130 ▲5 ▲▲▲▲0.4%0.4%0.4%0.4%

235 ＋＋＋＋25252525 ＋＋＋＋11.9%11.9%11.9%11.9%

85 ▲25 ▲▲▲▲22.7%22.7%22.7%22.7%

50 ＋＋＋＋5555 ＋＋＋＋11.1%11.1%11.1%11.1%

50505050 ＋＋＋＋25252525 2222倍倍倍倍

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

増益増益増益増益

内訳内訳内訳内訳

総費用削減による利益改善 ＋＋＋＋20202020億円億円億円億円

限界利益の拡大 ＋＋＋＋5555億円億円億円億円

収益構造の変革を推進収益構造の変革を推進収益構造の変革を推進収益構造の変革を推進

27

※数値は外部取引額、（ ）内は内部取引額



■■■■AIAIAIAI、、、、IoTIoTIoTIoT活用による総労働時間削減活用による総労働時間削減活用による総労働時間削減活用による総労働時間削減

■定年者再雇用による労働力確保■定年者再雇用による労働力確保■定年者再雇用による労働力確保■定年者再雇用による労働力確保

■生産機能を業務提携先に移管■生産機能を業務提携先に移管■生産機能を業務提携先に移管■生産機能を業務提携先に移管

（19年4月 システムキッチン開始）

■その他機能の外部委託検討■その他機能の外部委託検討■その他機能の外部委託検討■その他機能の外部委託検討

■無償サービス費用削減■無償サービス費用削減■無償サービス費用削減■無償サービス費用削減

■品質保証体制の強化■品質保証体制の強化■品質保証体制の強化■品質保証体制の強化

+20億億億億

総費用削減による利益改善総費用削減による利益改善総費用削減による利益改善総費用削減による利益改善

中期経営計画「Ⅴプラン20」国内事業国内事業国内事業国内事業 取り組み

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

28

生産性生産性生産性生産性
向上向上向上向上

業務提携業務提携業務提携業務提携
推進推進推進推進

アフターアフターアフターアフター

サービスサービスサービスサービス

費用削減費用削減費用削減費用削減

利益改善利益改善利益改善利益改善



業務提携の推進業務提携の推進業務提携の推進業務提携の推進 －固定費の変動費化－固定費の変動費化－固定費の変動費化－固定費の変動費化－－－－

企画
開発
設計

調達 生産 販売
サー
ビス

企画
開発開発開発開発
設計設計設計設計

調達調達調達調達 生産生産生産生産 販売
サー
ビス

従来

19年4月～

トクラスに委託

・従来の製造子会社関東産業は解散

2017年4月：住宅設備機器メーカートクラス社と業務提携、基本合意書締結

2018年5月：ノーリツシステムバス部材をトクラス社商品に供給開始

2018年8月：システムキッチンの生産委託開始を発表

固定費▲固定費▲固定費▲固定費▲4444億円億円億円億円

中期経営計画「Ⅴプラン20」国内事業国内事業国内事業国内事業 取り組み

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料
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商品ミックス
改善

■強化チャネルへの取り組み強化

■点検お知らせ機能の活用

中期経営計画「Ⅴプラン20」国内事業国内事業国内事業国内事業 取り組み

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

30

限界利益増加額限界利益増加額限界利益増加額限界利益増加額

計画計画計画計画

商品ミックスの改善商品ミックスの改善商品ミックスの改善商品ミックスの改善

■マルチグリルの普及（ビルトインコンロ）

■新製品の積極的な投入

■見まもり機能の普及（温水機器）

強化チャネル
拡大

億億億億



海外事業

31



2020.122020.122020.122020.12 計画計画計画計画
2018.122018.122018.122018.12

公表値増減公表値増減公表値増減公表値増減

700700700700（（（（30303030）））） ＋＋＋＋100100100100 ＋＋＋＋16.7%16.7%16.7%16.7%

505 ＋70 ＋16.1%

105 ＋27 ＋34.6%

75 ＋9 ＋13.6%

15 ▲6 ▲28.6%

50505050 ＋＋＋＋25252525 2222倍倍倍倍

（単位：億円）（単位：億円）（単位：億円）（単位：億円）
2018.122018.122018.122018.12

公表値公表値公表値公表値

売上高売上高売上高売上高 600600600600（（（（30303030））））

中国 435

北米 78

豪州 66

その他 21

営業利益営業利益営業利益営業利益 25252525

中期経営計画「Ⅴプラン20」海外事業海外事業海外事業海外事業 計画

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

売上高拡大による利益成長を図る売上高拡大による利益成長を図る売上高拡大による利益成長を図る売上高拡大による利益成長を図る

主な政策主な政策主な政策主な政策
タンクレス給湯器、暖房・業務用商材拡販タンクレス給湯器、暖房・業務用商材拡販タンクレス給湯器、暖房・業務用商材拡販タンクレス給湯器、暖房・業務用商材拡販

原価低減の推進原価低減の推進原価低減の推進原価低減の推進
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※数値は外部取引額、（ ）内は内部取引額



中期経営計画「Ⅴプラン20」海外事業海外事業海外事業海外事業 取り組み

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料

＋＋＋＋45億億億億

＋＋＋＋55億億億億

（（（（暖房暖房暖房暖房＋＋＋＋30億億億億 /業務用業務用業務用業務用＋＋＋＋15億）億）億）億）

■新規商材■新規商材■新規商材■新規商材
（暖房給湯器/業務用給湯器）

33

増収による増益計画増収による増益計画増収による増益計画増収による増益計画

※数値は2018.12 公表値比

≪ ≪ ≪ ≪ 増収計画増収計画増収計画増収計画 ＋＋＋＋100億億億億 ≫≫≫≫

■従来商材■従来商材■従来商材■従来商材
（タンクレス給湯器/レンジフード/コンロ）

増収による増収による増収による増収による

増益計画増益計画増益計画増益計画

＋＋＋＋ 億億億億



＋＋＋＋ 億億億億
中国サプライヤ中国サプライヤ中国サプライヤ中国サプライヤーーーー2社社社社

工場誘致工場誘致工場誘致工場誘致効果効果効果効果

品質向上品質向上品質向上品質向上

（品質不良率抑制）（品質不良率抑制）（品質不良率抑制）（品質不良率抑制）

原価原価原価原価改善活動改善活動改善活動改善活動

中期経営計画「Ⅴプラン20」海外事業海外事業海外事業海外事業 取り組み

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料
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18181818年比で＋年比で＋年比で＋年比で＋5555億億億億円の原価低減を推進円の原価低減を推進円の原価低減を推進円の原価低減を推進



（単位：億円）（単位：億円）（単位：億円）（単位：億円）

中中中中

国国国国

売上高売上高売上高売上高

能率中国

櫻花中国

営業利益営業利益営業利益営業利益

能率中国

櫻花中国

2020.122020.122020.122020.12 計画計画計画計画 2018.122018.122018.122018.12 公表値増減公表値増減公表値増減公表値増減

505505505505 ＋＋＋＋70707070 ＋＋＋＋16.1%16.1%16.1%16.1%

270270270270 ＋50 ＋22.7%

235235235235 ＋20 ＋9.3%

45454545 ＋＋＋＋21212121 ＋＋＋＋87.5%87.5%87.5%87.5%

30303030 ＋14 ＋87.5%

15151515 ＋7 ＋87.5%

中期経営計画「Ⅴプラン20」海外事業 計画

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料
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※内部取引額除く

北北北北

米米米米

売上高売上高売上高売上高

営業利益営業利益営業利益営業利益

豪豪豪豪

州州州州

売上高売上高売上高売上高

営業利益営業利益営業利益営業利益

105105105105 ＋＋＋＋27272727 ＋＋＋＋34.6%34.6%34.6%34.6%

4444 ＋＋＋＋3333 4444倍倍倍倍

75757575 ＋＋＋＋9999 ＋＋＋＋13.6%13.6%13.6%13.6%

5555 ＋＋＋＋3333 2.52.52.52.5倍倍倍倍



株主還元
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2020202020202020年までの総還元性向を年までの総還元性向を年までの総還元性向を年までの総還元性向を50%50%50%50%に設定に設定に設定に設定

方針 従来
現中期経営計画
（～2020年）
終了まで

１．配当方針 継続的かつ安定的に実施

２．自社株取得方針 定めず

50%50%50%50%の総還元性向になるの総還元性向になるの総還元性向になるの総還元性向になる

ことをめどに、ことをめどに、ことをめどに、ことをめどに、

株価水準や市場環境など株価水準や市場環境など株価水準や市場環境など株価水準や市場環境など

に応じて、機動的な自己に応じて、機動的な自己に応じて、機動的な自己に応じて、機動的な自己

株式の取得を行う株式の取得を行う株式の取得を行う株式の取得を行う

中期経営計画「Ⅴプラン20」株主還元株主還元株主還元株主還元

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料
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2018201820182018年度から年度から年度から年度から2020202020202020年度までの年度までの年度までの年度までの3333カ年についてカ年についてカ年についてカ年について、自己、自己、自己、自己株取得株取得株取得株取得

を含めた連結ベースの総還元性向を含めた連結ベースの総還元性向を含めた連結ベースの総還元性向を含めた連結ベースの総還元性向50505050％を目安とし、より積％を目安とし、より積％を目安とし、より積％を目安とし、より積

極的な株主の極的な株主の極的な株主の極的な株主の皆皆皆皆さまさまさまさまへへへへの利益還元にの利益還元にの利益還元にの利益還元に努め努め努め努めてまいりてまいりてまいりてまいります。ます。ます。ます。

配当は継続的かつ安定的に実施することを基本とし

財務体質の健全性を維持しつつ、経営環境を踏まえ連結業績や

連結ベースの配当性向を勘案した上で行うことを基本方針としています。

≪≪≪≪従来従来従来従来≫≫≫≫

≪ ≪ ≪ ≪ 新新新新 ≫≫≫≫

中期経営計画「Ⅴプラン20」配当方針変更配当方針変更配当方針変更配当方針変更について

2018年(平成30年)12月期 財務･業績概況 資料
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IRに関するお問い合わせ先

株式会社ノーリツ 広報室 広報・IRグループ

TEL：078-334-2801

http://www.noritz.co.jp/ir.html

人と地球の笑顔に向けて人と地球の笑顔に向けて人と地球の笑顔に向けて人と地球の笑顔に向けて

暮しの感動をお届けするノーリツグループ暮しの感動をお届けするノーリツグループ暮しの感動をお届けするノーリツグループ暮しの感動をお届けするノーリツグループ
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